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　今年度当地区は各クラブ会長、幹事の皆様、ガバナー補

佐の皆様、地区委員会の委員長以下委員の皆様のお陰で大

変充実した１年を送ることができました。皆様のご協力に

心からお礼を申し上げます。終わってみれば早いものでし

たが、それなりに大変な１年でした。

　当地区の水野地区幹事がニューオリンズで開催される

ロータリー世界大会の青少年交換の分科会で日本を代表して意見を発表することとなり、５月１８日から２５日ま

で世界大会に出掛けて来ました。水野地区幹事は堂々と日本の立場をスピーチしましたが、各国のロータリアンは

日本との青少年交換について、日本への留学生の派遣が難しくても、日本からの受け入れを歓迎するというもので

した。

　話は変わりますが、当地区の東日本大震災への第二次の義援金の募集は皆様のご協力のお陰で合計２５１６万６

８６６円集まりました。地区としてはそのうちガバナー会に金１０００万円、第２５２０地区（岩手、宮城）に金        

７７５万６０００円、第２５３０地区（福島）に金６２４万３３３１円、第２８３０地区（青森）に金１１６万７

５３５円を送ろうかと考えていますが、最終的には６月１１日開催の地区諮問委員会のご諒解を得て決定しようと

思います。皆様のご協力に感謝いたします。

　ガバナー会への義援金は現在合計８億６９６７万９９４７円で、被災地区に支払った金１億１５００万６９６０

円を差し引いた残金は金７億５４６７万２９８７円です。

　ガバナー会の東日本大震災支援検討委員会では当年度の募金の目標を９億円、次年度、次々年度各金８億１００

０万円、４年目、５年目各金３億６０００万円の合計３２億円として、震災で両親、片親を失われた大学生、専門

学校生以下全ての震災孤児を対象に毎月支援奨学金を支給しよう、産まれたばかりの子供が成人に達するまで２０

年間続けようという遠大な計画を検討しています。今年度の目標金額はクリヤーできそうですが、次年度、次々年

度は会員１人当り金１万円、４年目、５年目は５０００円の負担をいただくことになると思います。

　最後に体調を崩されていた松前ガバナーエレクトがお元気になり張り切っておられることを報告し、次年度のご

活躍を期待したいと思います。

た じま よしひろ



　国際奉仕活動に常日頃よりご協力いただきありがとうございます。
　４月２８日に行いました第２回地区内クラブ国際奉仕委員長会議の報告をいた
します。
　今年度田嶋年度の事業報告としてのまとめの意味をこめて、国際奉仕、世界社
会奉仕、識字率向上委員会の３委員会の発表と、今回は世界社会奉仕の一環とし
てのプロジェクトを推進している『Ａ.Ｆ.Ａアマゾン本部 アマゾニア森林保護植
林協会』の長坂優会長による特別講演もプログラムに入れました。
　まず高木輝和Ｇ補佐（津島ＲＣ）からの挨拶に始まり、国際奉仕委員長・黒
田勝基（高浜ＲＣ）より、今年度集計した『国際友好　各クラブと海外クラブ
の交流状況』の説明を、世界社会奉仕委員長・佐藤文昭（愛知長久手ＲＣ）より、
２０１１年２月に行いました、タイ・ベトナムでの WCS 活動実績報告、識字率
向上委員長・鈴木吉男（津島ＲＣ）より、２０１１年２月にＲ財団のグローバル
資金を活用しての台湾Ｄ.３５００地区との識字率向上プロジェクトの状況報告を
しました。また、特別公演はアマゾンの大森林が日本はもちろん世界にとっても
いかに重要な資源であるか、しかしながら最近はそのとても大切な森林がいかに
傷つけられているか、そのために我々は何をしなくてはならないか、をユーモア
あふれる話しぶりで語られ、参加者全員引き込まれました。
　アマゾニア森林保護植林協会は善意の協賛金によって運営されており、その浄
財が植林という形でアマゾンの大森林の保護育成に使われています。長坂アマゾ
ニア森林保護植林協会会長は、完全なボランティアで、謝礼も交通費も一切受け
取らず、その代わり皆様からの登録費の一部を協賛金という形で寄贈いたしまし
たことを付け加えさせていただきます。近日中に、国際ロータリー第２７６０地
区国際奉仕委員会として植林される予定になっています。
　地区内クラブで今回の話を聞きたいところがあれば、どこでも時間の都合のつ
く限り話しますといわれておりましたので、ＷＥＢサイトにてご確認いただけれ
ば幸いです。
http://www.portwave.gr.jp/shimizu-chuo/katsudou/amazon.html 清水中央ＲＣのサイトです

　今年度、各クラブの国際奉仕の皆様、各クラブの会員の皆様の国際奉仕活動へ
の多大なるご協力と各クラブでの国際奉仕プロジェクトの推進に対し感謝を申し
上げます。
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INFORMATION

第2回地区内クラブ国際奉仕委員長会議報告

国際奉仕委員長　黒田 勝基

地区国際奉仕委員長　黒田 勝基

世界社会奉仕委員長　佐藤 文昭

識字率向上委員長　鈴木 吉男



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東日本大震災　被災地訪問レポートは、地区ＨＰ新着情報に掲載致します。ご覧ください。
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INFORMATION

年次大会を迎えて

地区ローターアクト委員会　高須 洋志

　桜からつつじへと季節が移り変わる頃、アクター達
は一年の活動の総括の時を迎えます。
愛知県内に設立されている９つのローターアクトクラ
ブは、毎年持ち回りで地区運営を担当します。
昨年は西の端の田原ＲＡＣが、そして今年度は東の端
にある一宮ＲＡＣがその任に当たりました。
それぞれが地域特性に根ざした事業計画・会場設営を
行い、
ロータリアンも彼らの企画に乗って西へ東へと走りま
わりながら、毎年結構楽しんでいます。
 
地区内の他のクラブを束ね、地区行事をリードする経
験は、若いアクターたちの成長に少なからず貢献して
いるものと思います。
年度始めの７月、手探りで不安気にスタートを切った地区役員たちが、年度の終盤に差し掛かる年次大会の頃には、
自信に満ち生き生きと活動するようになっています。年次大会は彼らの成長を眼にし、ロータリークラブの提唱する
プログラムが、その目的とする「新世代の育成」に貢献していることを実感する瞬間でもあります。

 
次年度は設立間もない「豊田広域Ｒ
ＡＣ」が地区運営を担当します。ロー
タリアンの方々には、彼らの活動を
温かく見守り、彼らの成長を支援し
ていただけるよう心よりお願い申し
上げます。
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INFORMATION

緊急全国青少年交換委員長会議 報告
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地区幹事　水野 　紹

去る４月１０日（日）大阪ＹＭＣＡにおいて緊急全国青少年交換委員長会議が開催されました。
当地区よりはＲＩＪＹＥＣ理事長の斎藤直美ＰＤＧ（豊田ＲＣ）、理事の神田憲さん（名古屋大須ＲＣ）、委員の黒田
勝基さん（高浜ＲＣ）、次期地区青少年交換委員長の岡田雅隆さん（犬山ＲＣ）、委員の鈴木隆太さん（豊田ＲＣ）と
私の６名が出席をいたしました。
東日本大震災による日本の青少年交換に関する世界に向けたメッセージを採択いたしました。
会議の詳細は地区ＨＰを御参照ください。
またこのメッセージはニューオリンズの世界大会前に開催される青少年交換事前会議にても発表されました。

急啓

　初めてお便り申し上げます。
　私どもいわき平中央ロータリークラブは、この度の東日本大震災で被災した福島県いわき市にございます。今尚余
震が続く中、ロータリアンとして地域復興に全力を注いでいる最中です。
　しかし、その活動も福島県、いわき市というだけで全てが原子力発電所からの放射性物質に汚染されているという
風評にさらされ、復興への大きな妨げになっております。事実、商用などで他県を訪れると、入室を断られるという
事象も報告されております。これらの風評被害をあげれば枚挙に暇がありません。
　願わくば貴クラブにおかれましても、原子力被害状況への冷静なご判断の基、各会員、ご家族、お知り合いに適切
なる行動を促していただきたいと、心よりお願い申し上げる次第です。
　貴クラブの益々のご活躍をお祈りいたすと共に、今後のご協力、ご指導を賜りますよう、重ねてお願い申し上げます。

敬具

いわき平中央ロータリークラブ
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会員数及び出席報告（平成23年 4月末）
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